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！　は務めに

　「λ魚涯という言葉には，時代や地域を越えて

多くの人々を惹きつけて離さない不思議な懸力が

潜んでいる。とむわけ童議，伝説等の文1歓に頻繁

に登場する人魚の姿に，携えばアンデルセンの

罪人無妻灘（鰺37年〉や小騰未瞬の惨毒い蝋燭と人

魚毒（婚2i年聯大死欝年／等の童謡に登場する人魚

の姿に，深い感動を覚えた人は決して少なくない

であろう。それではこの「人魚」と艀ばれる生き

勃とは，いかなるものなのか。舞えば江舞蒔代の

黄表紙・読本の作蓄趨東京伝の黄表紙ぎ箱入娘灘

麗人敷盤（i7毅年）に登場する人魚は．人糞の浦島

太郎が魚のお鯉と浮気をして誕生した，すなわち

異種の生麺の矯に誕生した合いの子として描写さ

れている。また中国古代の地理書蓼幾海経雌では，

声が小箆の泣く声に徴ているという礫灘で灘轍魚

が「人魚涯に擬せられている。ここで人魚縁の概

略を糖握するため欝（事）典等よ鞍「人魚」を取

辱上げる。

　　にんぎょ［人魚3

　　（鈴一L半身が女身で下半身は魚の形をした懇

　　像上の動軸。経鼻各地で種々の伝説を伴い，

　　その墨現は茜兆とも聡兆ともされ，またこれ

　　を食うと若返るとの密儀があった。、一一説に，

　　ジュゴンやマナティなどの海獣がモデルに

　　なったといわれる。（2／露轍魚み異名。
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以上の説墾で共通しているヂ人魚涯像は，半身が

大鷺（多くの場合女雛i／で下半身が魚という海な

ど水と深い霞わ琴をもつ，この量に実在しない想

重雲上の勃勃である。これらの説瞬は．2i穫紀に生

きる人々にとっては簿の疑いもさしはさむ余地の

ない欝醗のことであろう。しかし一一藻の地銭では

現在においても恐らくはジュゴンなどの生鞠を人

魚とみなし，人魚の実喪を信じていることもまた

事実である。艮本では．江癖時代まで人魚幾現の

記録が，浮量草子のようなフィクシ欝ンだけでな

く，ζ吾妻鏡垂のような歴史書にも残されている。

携えば藤沢衛彦の『暮本伝説藩究二選凄によれば，

最新の人魚鐙現の記録は江戸縛代車難の宝暦8隼

（i758隼／である。譲を展麗する上で有耀と思われ

るので，少し長くなるが人魚繊現の記録を鎮下に

弓糊する。

　　（難清寧天皇5年（48§年〉，八蓉比丘尼人魚を

　　食う（伝説／。

　　／2／鑑査天皇27隼（6緯年1産月，近江蟹蒲生

　　湾（醤本書紀・太子伝／

　　（3／叢書天皇27年（撰9郊）7月，難波塚江
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（諺本書細

紛天平勝宝8年（756隼）5月2露，星雲蟹安

来濤（史籍集覧引〉

（5／宝亀9年（778隼〉4月3暮，能登醒珠灘蝉

（史籍集覧琴1〉

（6〉弘仁年中（8欝隼！，選江羅琵琶湖（広大

穂本草〉

（7／正暦5年（弱蓬隼〉鑓月7嚢，欝予騰はしら

の海（史籍集覧引〉

（8／崇徳・透箱帝郷宇瞬（簸韓年落後），撃勢

隣霧保浦（書今著聞集〉

⑨文治5隼（墾瀞年／夏，陸奥外ケ浜（龍鎌

五代記1

（i轡文治5年（韮紺年〉8§賛醤，安芸震いえ

つの浦（史籍集覧雛／

（至i／建仁3年（捻総年〉嬉月，津軽浦（跳繰五

代記／

（i2／建保元年／㌶i3年〉夏．秋灘浦（詑篠五

代記／

建3）宝治元年（鶏葬奪13鷺慧§，津軽浦

（詫篠五代記／

（簸〉宝治元年（捻蘇年／3鴛2§羅，津軽浦

（分類本朝年代記）

（亙5｝宝治2年（鴛磐隼〉9鍔鎗ヨ，陸爽外ケ誤

（麓篠五代記〉

（麹延慶3奪（董3鱒年）4月簸馨，若狭羅小浜

津（史籍集覧覇〉

（董7／延文2隼（欝57年／3舞罎，排勢露二見

浦（史籍集覧引〉

〔i8〉天文鐙隼（焉5β年／婿2葺き，豊後羅大

野蔀海（江海武鑑1

（獅元禄元年（欝88年〉7欝2膿，津軽野飛

浦（津軽一統齢

（2癖宝永年中（葺蕊隼鶴後／，若狭麟大野轟

乙見村（諸鑛里人談）

（2麟元文2奪（算37年〉，能登馨灘至馨海中

（広大秘本草）

（22／宝暦8庫（鋸58隼）3月，津軽頁織付湊

（津軽諺記〉

（23）宝暦8隼（i758年18月，津軽野鶴海（六

2雛5年至2騒

　　勃新誌1

これ．らの記録から推離すると，野人魚謹は．蕪本海

沿岸の地域を中心に詫は津軽（毒森羅／から響難は

豊後（大分熱に至る農本全麗で墨現している。

ところでこの記録で理解に苦しむのは，人魚に擬

せられているジュゴン機息の靴鞭でジュゴンが頻

繁に患現する沸縄に塵境の記録がないことである。

おそらくこのことは，藤沢衛彦が参考にした大槻

玄澤の『六麹新誌重等に鐵現の記録がなかったこ

とによると思われる藷なぜなら沸縄の人々はジュ

ゴンをドざんのいお（儒疑擁と名づけ「人魚」と

疑義で穰いているからである。撰えば「儒艮（ざ

んのいお岩の醸貌せる様の女人に継るよ辱誤なる

べし。今なお俗に儒艮（ざんのいお〉を人魚とい

う。ま（蓼大欝輿欝3｝とある．

　以下この小論においては，江戸時代の鉦人魚ま

像を解霧するため，主に文学柞轟に登場する「人

魚まを取礬土』げ分観する。対象となる柞品は，（葺

井原藪鶴の浮逡草子『武遊伝来記蕃（鴻呂7年〉，②

幾東京伝の黄表紙国籍天壌露屋人魚董（難藻隼／，

（3〉　麟；事馬琴の講本　『南総塁見ノ叉犬｛云選　（i8錘年一

鰺載隼〉等の小説，および菊瞬浩凛の疹諸羅里人

談嚢（搾磐隼／，（5〉鳥輦台麓茎の『誌醗奇談退校

記蓋（i8鍵年／，㈲松浦静鐵の神子夜語垂（懲2墨

隼一鰺嚢隼1等の絶筆である。

登　’擁1紛申の人魚像

（聾聾原醤鶴の「命とらるる人魚の海達

　「紫式部とともに，縢本最大の小説家戸）とい

われる井原西鶴縫642年一賂攣3隼〉の浮轡草子の

申でいわゆる武家麹の分類に属する作品の…つに

匿裁道伝来記垂がある。この作品は．序文に，「中

古，武道の忠義，諸欝に轟名の敵うち，其はたら

き縫｛云て，筆のはやし詞の霞，’謬のうみ舞舞こ，轟

松久かたの雲に，よろこびの舞鶴是を集ぬ。」7／と

あ琴，また傍題に「諸蟹敵討達とあることでも窮

らかなように巌々な彫の敵討ちを搬ってお穆，全

鉢は8巻，各巻はそれぞれ完結した准つの煙い鞠語

（金離で32議）から溝成されている。本論で取弩一L
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げる新令とらるる人魚み海」は，巻2の嵯に登場

する秘語で，不遇の死をとげた父の敵を嬢が父の

受入や浪人の舞捗をか継て討つという内容である。

　まず語の擾擾を記すと，松養の海岸の奉行役人

中堂金内は，夕方小舟で鮭撰の入江を横切る途中

人魚に遭遇し．これを半弓で財窪める。この話に

性格の悪い御留守番の青麟頁右衛醗が疑驚を呈し

金内を侮辱する。そこで金内は，姦が事実である

ことを誕隣するため躰産めた人魚をさがすが，果

せず病死する。一人残された騰才の媛と父の身の

罐勢の選語をしていた2i才の鞠の二人は，上意を

うけた横薙役i野馨斌藏のはからいによ弩浪人増蟹

治平の麟太刀を得て，蒼蒼籍鍔を謎ち果たす。そ

の後金内の娘は婚を逡えて中堂家を再興し，鞠も

良縁を得る。それからしばらくして金内が財窪め

た人魚が発見され，金内の名誉が懸復される。

　この勅語も癒鶴のゼ敵討」を撮った秘語の特籔と

いえるかもしれないが，主君のための敵謎ちではな

く，侮辱されたことが漂霞で病死したi窺の敵討ちが

媛象となっていて，敵討ちの戴勇談よ辱も敵討ちに

いたる大鷺幾孫が擾写の中心になっている。富絡な

晦大袿会に蔑する癖人灘鶴にとって武家社会はしょ

せん異質なものであ鯵，綾の意識の中に越えがたい

大きな藪屡が存在していたことは確かである。それ

では西鶴にとって，この鞠語の題名にまでしたゼ人

魚」とは，いかなる存在なのか。人魚像を詳総1こ雄i

写した冒頭の部分に淺目する。

　　輿の海には，舞なれぬ怪魚のあがる事，其舞

　　おほし。「後深草院宝治元隼三月替馨に，津

　　軽の大浦といふ所へ，人魚はじめて流れ寄，

　　真影ちは，かしら，くれなみの鶏冠あき）て．

　　藤は美女のごとし。瞬是，る吟をのべて，鱗

　　に金色のひか弩，身にかほ警ふかく，声は，

　　雲雀笛のしづかなる音せし」と，灘1のためし

　　に諭伝へ警。8）

この蟹頭部分を参考に西鶴の描く「人魚霊像を整

理、する。

（聾人魚の鐵瑳状溌台場所は奥の海（津軽の大溝／麿

詩鷺は宝治元年〔鴛蘇年）3月2暮§。藤沢衛彦がま

とめた人魚建1現の縫番目の記録に該嘉する。蔚麩

金五鄭も人魚墨境の年舞羅が…致することから，

この鞠語の療典として『新編分類本朝年代記垂（貞

享元年，鶏経年1を養方視するが，詳纒について

は後に考察する。人魚の鐵現状溌をさらにみてい

くと．先ほど弓際した賢鑛に続く諦分に，「白薮俄

に立さはぎ，五色の水董数ちりて，波二つにわか

弩て，人魚，慕蕪にあらわれ鐵しに，舟人おどろ

き，｛薄れも気をうしなひける」とあ琴，西鶴頭書人

魚の鐵現を嵐の蔽兆ととらえていることが推灘で

きる。

（2〉人魚の形姿。顔は美女のように美しくて体臭

もあ鯵，声は雲雀の鶴き声に鍛ている．この描写

からはアンデルセンのζ人魚舞購鞭837年〉に近

輪ロマンチックな人魚像が想像されるが，この藩

鶴の人魚《象で特に気になるのは，体臭，すなわち

夢身にかほ琴深く」の藻分である。今後様々な人

魚豫を紹介することになるが，薩鶴のように人魚

の体臭に書及したものははたして存在するのか。

舞えば聾鶴の参看が有力撹され．この秘語鐙原典

と饅されるゼ新編分類本韓年畿紀選の巻一一仁・

雑之類では「人魚」はどのように搭写されている

のか。

　　人魚　後深草院宝治元年三欝廿蓉，人焦死，

　　津軽補流寄。影顛末，有験墾足。先代糞之，

　　兵裁起。霞在天下郷新鋳。騨

ζ年代記墨という性格からか，事件が簸潔に記漣さ

れているだけで，舞えば体臭など人魚に絶する詳

綴な1鐵写はない。浮擾草子のようなフィクシ葺ン

との灘違によるのであろうか。ところで同じ宝絵

元年に霞付は若干異なるが，蓼吾妻鏡雲の巻三三十

八・五月二十九馨の条にも入魚墨斑の記録が発塾

醸される。

　　三三浦五鄭左衛海尉参左霧箱御方，申云，去ナー

　　舞，陸奥蟹津軽海遺，大魚流寄，其形編無

　　死人。先欝密髭海水赤艶事，若鍵焦死数歎。

　　随痛羅鷺，奥州海浦波濤，赤誘糠紅云々。既事

　　購被尋古老之鑓，先規不快之撫率之。所講文治

　　五年夏有鏡熱，瞬執泰衛誅戮。建仁三年夏又流

　　来，隣歓露左金吾有御事，建保元年晒鐸騰現．

　　属五肩義盛大軍，残為糧御大事云々。麟
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ゼ新編分類本朝年代言漂の場合嗣穣，治承珪年

（蔓緯奪〉の源頼朝の挙兵から文永3年（稔総年〉

六代将華宗尊親董が辞任するまでの鎌倉幕癒の整

史を記遠したゼ吾妻鏡磨の場合も，その性格上事

件の記録が中心で，人魚の姿の搭写は極めて簡略

である。舞えば「大魚まが死入のようであったこ

と，このことはぎ新編分類本朝年代記垂の記遽と

1薄じ。海の色オ密青かつたこと，このことは死んだ

魚が海霧穣こ浮く赤潮のことか。宝治元隼鉄藏の文

治5年（盤器年〉にも，建紅3隼（㌶薦年〉にも，

建保元隼（鎗欝隼〉にも人魚が繊麗し，そのたび

に大事偉が発生していることなど。特に大事稗に

ついてここで歴愛を験証してみると，宝治発奮

（鴛婆7奪〉は，鎌倉幕府の執権詫条縫頼が外雛父安

達最盛と謀って，幕府の最有力御家人である三三三濾

泰村獄下…族を滅ぼしたヂ宝治合戦達が発生した

年である。この合戦の結果，鎌倉幕麿鰯設獄来の

大名で，詑条氏に対魏できる三浦唖千葉の一籔が

織び，覇権を確立した詑条氏は専縫への遵を歩む

のである。詫条氏覇権確立鉄蕪の文治5年の夏に

は，源頼朝の奥州憂伐によって藤療養衡が殺され，

奥州藤原一族が滅tする。また建仁3年には，源

頼家が詑条政子によって鐵家させられ，傍豆修善

寺で殺される。さらに建保元年には報霧義盛が挙

兵し，幕府によって麟涯される。

　雛圭，のように，なぜか人魚の懲現と歴i逆上』の大

事盤が結びついている。それに惨し薩鶴の新令と

らるる人魚の海」には，大事件の記違はないが，

人魚の縫峯現毒こ恐れおののいた船一勤σ）人々オ聾塞き健浮

び，ついには全銭気を失った様子が搭写されてい

て，少なくとも露鶴の躍解においては，人魚は

「怪魚盛，すなわち嵐をよぶ経霧，嵐の蘇兆をつげ

るものであったと擬灘される。いずれにせよ露鶴

が参看したと雄灘される噺編分類本朝年代記蚕

にもぎ吾妻鏡茎にも，「命とらるる人魚の灘にお

哮るような人魚についての詳総な描写がないこと

からみて，「命とらるる人魚の海」の人魚豫はおそ

らく聾鶴灘身の想鍛力によって麟零墨された独糞

のものなのであろう。あるいは難に西鶴が参考に

した交戦が存寵するのか。

2轟§5年鍛薙

　蟹武道伝来記垂鉄外にも露鶴が「人魚≦につい

て書及した騒所がある。ぎ好色五人女書（絡86奪／

の巻五の五ヂ金銀も持あまって迷惑淫と蓼蓉鶴織

留蓋（鷲鱗奪〉の巻五の一「只は発せぬ仏の箱≦で，

麗保する離分を御講する。

　　縫蔵みれば，元渡辱の唐織出をなし，饒羅掛

　　木のごとし。さんごじゅは壱匁置分から再三

　　■猛毒迄の無疫の玉，千弐吾三三十五，溺鮫，青

　　磁の道具かぎ辱もなく，飛鳥鱗6）茶入，かや

　　うの類ごろつきて，めげるをかまはず，人魚

　　の塩引，めのふの手植，かんたんの米かち杵，

　　浦鶴が包丁箱，弁才天の蕪串着，禄壽の嚢刀，

　　多霜天の枕鑓，大黒殿の千石どをし，ゑびす

　　殿の小遣緩，覚へがたし。（ぎ好色五人女欝欝

　　其証鍵には，我等寺請行の入，十六・牽獲に

　　成嬢二人もたれしが，量盛のこしらへ，簿に

　　ひとつふそくもなく，美をつくしたる衣蓑，

　　敷銀千枚づつ縁て，輩は顧ひのままの所へ猛

　　付られしに，糠むこ次第に家栄へ鍾れば，縫

　　につれて姿も若やぎ，三十にあまる年も，嫁

　　入蒔のすがた今に残雪て，人皆女徳と名盤，

　　「是はあやか弩鞠」といへむ．醜女．不老丸も

　　呑ず，人魚も塗ねど，鱗のはし穆を十ヂ箋鍵よ

　　鯵塗，正月の事ども霧月中に仕まはせ，裏

　　隼も又五拾貫§はのびたる露銀の苑を見て，

　　鍵濃たき事ばか諺耳に麗し，嬉しき事を菱蓑こ

　　みて暮せば，どこで奪のよ諺所なし。確懸鶴

　　織留葦／欝

欝人，特に遊攣とは無関係な一般家庭め女盛の愛

欲を搬つた蓼好色丑入女退，野人の経済生活を叢写

した離璽鶴織留董。西鶴がこれらぴ）浮量華子を無難乍

した涯鯵時代との権違によるのか，現代入には耳

なれないものが多数翼挙されている。その申で特

に漣察したいのは，「人魚の塩瞬」，「人魚も険ねど」

の表現である。「人魚の塩引感とは，人魚の塩漬け

のことで，当鋳人魚は長寿の薬として珍重され，

灘稽した二つの纒のように金持は所有していたの

である。

　それでは西鶴の人魚についての表霧は，簿の影

響を受けたのか。舞えば人魚の肉を食べた若狭の
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鷺揺篭が入寮歳まで生きたという八頁比丘尼伝説

の影響によるのか。西鶴が活躍した江原蒔代の薄

端には，オランダ等…多一霞ッパから伝えられた博

鞠学の知識はまだ流毒しておらず，一方八百鉈豆

尼伝説は，すでに紹発した藤沢籍彦艀戚の人魚鑛

現の記録にも，匿清寧天皇5隼（麟年／，八百比丘

尼人魚を食う（伝誕舞と記されているように，奈

良糞寺代以議1の大1穣奪護藍の壌毒こ蓋まもう龍陸を中心に

全瞬いたる所に流姦していて，大陳の富総な瞬入

の家に奮った知識人西鶴も当然短っていたと患わ

れ．るのである。携えば八頁鐘昼尼関係の伝説の宝

罎福井桑小浜毒に伝わる伝説の一つは．斃死尼，

八頁年，椿の木がキーワードである。

　　進講という漁夫の嬢が海岸に流れ寄った人魚

　　を姶って食べ，隼をとらなくなる。娯は自分

　　だけあま辱に長く生きていることに難き，尾

　　となって溝窟に鰻じこもむ，「入鱗麟こ纏え

　　た椿の木が花を咲かせている瞬は鑑きている3

　　と言い残す。晦の入はこの八苦鐘丘尼の姿を

　　二度と見なかったが，溺窟の箋から鐘を曝

　　く膏だけが雛こえた。八百箆鷺尼は，源平盛

　　嚢の状溌を見鬱していたと伝えられる。餅

「源平盛衰の状溌を見絶していた達とあることから

推灘して，この比疑尼はおそらく源頼朝が鎌倉に

幕府を酬いた爽潜H85隼繭後の八頁隼翼を生存し

たのであろう。

（2〉由東京伝の蓼箱入娘面屋人魚嚢

　江戸時代後難の安永・天賜（欝欝年一葺8§年代！

の填，江戸驚民の闘で流行した罠衆本に黄表紙が

ある。この本は，大衆を対象としていたこともあ

鞭，思想性といったものは全くなく，強いてあげ

れば識鵜が中心で，全体が文章と絵とによって表

現された絵本といえるのである。本譲では，「人魚」

との関係で黄表紙の作者として著購な霞東京伝

（董7幾年一里8藩年〉の獺天壌灘麗人鰯（寛政3年

級7儀年／を取箸上げることにする。まず最籾に語

の梗概を記す。

　中灘が再び龍宮の支配下とな警，晃蟹鞠や水茶

膣などができる。龍宮の露玉龍王の息女乙鑑の男

妾に浦鶴太部がいる。破は中瀬の鵜根屋のお鯉と

恋仲にな軽子棋（人魚〉が生まれる。

　　ついに鯉は身籠琴ければ，濾鵡もいろいろ心

　　を痛め，ひそかに産ませけるに，あさましや，

　　人縫と魚との中にできたる手なれば，頭は人

　　にて，体は魚な辱。これ，いわゆる人魚なる

　　べし。旛

このこと；が龍王の耳に入ることを恐れた浦轟轟は人

魚を捨子にする。釣をしていた禅欝八丁薦の釣舟

宿の平次の舟に人魚が飛び込む。平次は驚いたが，

女盛諺の人魚の顔が美しいので家につれかえ辱女

房にする。貧乏な平次に属精した人魚が大磯の■女

郎渥舞鶴渥に身売鞍する。しかし人魚の花魁漁

人3は．客に気持悪がられ，平次のもとに返され

る。近勝にもの知鯵がいて，平次は人魚をなめる

と長寿を得ることを知る。

　　一入の博鞠あ琴けるが，早次が人魚を女房に

　　して餅をつくと饑き，彼に示して逝く，「夫，

　　才華に人魚と穂ずる者二種あ琴。欝，鰺魚，

　　a，鰻魚。又異鞠志に，人の影に似て長さ尺

　　余，頂の上，小穿あ辱とは記せしかど，かか

　　るぽつと吟者なる事を難らず。また，昔よ諺

　　警ひ菰ふるに，人魚をなめたる者は千歳の寿

　　命を保つと言へば，｛嬢こもせよ，金になる代

　　麹じゃ匪と言われて，平次大に喜び，畢速霧

　　縫へ，寿命の薬，人魚御なめ辮，といふ安養

　　板を醸しければ，縛が無性に欲張鞭，天命の

　　魎差しに外れて，長生をしたがる惨鞠ども，

　　・千年生きると聞き，我も我もとなめに来た弩

　　けるこそ愚かなれ。欝

単次は大金を手に入れるが，女房ゆえになめすぎ

たため7才の小繕に若返る。そこに講鶴太鄭が鯉と

ともにあらわれ，玉手箱のふたをあけた所準次は

丁度いい年令になる。人魚も一皮むけ足と手がつ

いて本当の人聞にな暮，二人は縛むつまじくくら

す。なお平次は人魚のぬけがらを薬屋にう鯵金を

もうける。

　一…般大衆がよく知っている人魚伝説と浦島説議

が緩み合わされたこの作品で特に渡§したいのは，

釣舟屋の響次が近辮の薄霧から篤いた人魚につい
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ての謡である。ひとつは人魚には締魚と鰻魚4）二

種類があって，形は入甥の姿に似ていて背丈が■一

尺余1ヲ，頭の■しに小さな穴があいていること．も

う一つは人魚をなめると手鼓まで寿命が選びるこ

とである。この人魚についての知識を虚東京転は

簿から得たのか。薄半の人魚の形に臠する部分に

ついては，曝露古代の地理書であるζ幽海経選が

参考になる。

　　又東麓二匿1葺墨，嚢罷繧之露。無草木，多金玉。

　　決決之水鐵焉〔音調，晦葉流浅手湾。其中多

　　人魚。異状顛鰺無難足，其鷺麹饗発1締晃申

　　由経。或嚢，人魚羅観毯。］臨

「人魚達と酵ばれる鱗魚も観魚も具体麟には号ン

シ……ウウオを書旨すが，この配達によれば，足；が4

本あ軽，その泣き声が人聞の癒子に鱗ているとい

う。『霞海経垂の餐は，十経紀に発行されたζ倭

名類聚捗遜にも髭られることから，西鶴露様江声

時代の霧徳な購λ賠綴に属する難識入歯東京｛云の

場合もぎ出海経選を讀んでいた璽能姓は低くない

と懇、われる。

　　人魚　兼名苑云，人魚一名簸魚，■L音陵，魚

　　身入癖者毯，lil海経涯云，声室籍小売瞭敵艦之。

　　（ぎ倭名類聚妙齢蔓71

つぎに後半離分の人魚をなめると予議まで長生き

するという人魚の麟曙の部分についてであるが，

この知識の癬所も興練深い。「なめる」，夢千隼」と

いうキーワードはノ乱頁疑二筋と護餐云説毒こはない。　オラ

ンダ等ヨーロッパから伝来した薄1鞠学の知識なの

か定かではない。健にも人魚の登場する黄表紙と

して芝全交作『大連定離選（天明光隼畦7霧年）が

あるが，省略する。

（3／麟亭馬琴の医欝総離見八犬伝遺

　霞東京伝に騨事し鍛籾黄表紙聾者から鐵発し後

に講本偉者となった懸亭馬琴（算67奪一鰺逢8隼〉

の代表作に蓼南総、馨見入大飯遷（i8纏年二文化ii

隼一嬬鐙年置天保稔隼〉；がある。28年の歳月をか睦

馬琴75才グ）縛に完成したこの作贔は，室瞬時代硲

下総麟（千葉県〉の豪綾里見家の状鰹と娠犬八房

との豫こ生まれた八犬上が里見家発展のために活

2鱒5年夏2選

躍する長箱伝奇小説で，「第九輯匪に「人魚達につ

いての配達が見疑鐵される。

　　「我家蓋壁の雛な葦）ける，麻呂太鄭平鶴之よ

　　弩撫仏へし，人魚の膏漉今なほ有爵）。伝へ云

　　この膏樒は，費一籔の樽に装られて，塩浜に

　　漂寓1りしを，欝之不思議に姶得て，もて穣蔵

　　せ辱。其簿は，樟本をもて作1り，藤蔓をたが

　　にした琴。其大洋に漂ふこと，年久しか毒｝け

　　ればや，騒蟻海藻なんどの多くつきたるが，

　　人魚膏漂1と写したる。醗籔字は幽に議iれしと

　　ぞ。然れどもいずれの遜の産麹にて，流れ来

　　ぬる鮫を難らず。父無に欝ることを矯らず。

　　凝琴て蝋の嫁くなむけるを，そがまま蔵め置

　　けるに，有一隼一懸の頭艶あ鞭て，我家に宿

　　せし麩，其頭陀誓の膏漉，我家に在毒と霧短

　　辱て，主人編之に認るよう，もし人あむて，

　　人魚の肉を麟ふときは，其壽三千年を有つべ

　　し。借かな膏濾なれば，齢を延す奇効なし。

　　さばれ是を燈火になすときは，雨風に澱ずし

　　て，馨月と光を瞬くす。業人の身の§鼻［1耳

　　麟鍵跨，すべて九孔に塗篭て水に入れば，大

　　寒の翼といへども，なお温にて，凍ることな

　　く．波を潜勢て海をも渉さん。又刀麟に塗る

　　ときは，鉄を燐吟角をさくべし。試給へ，と

　　いひしとぞ」。麹

人魚の肉や漉1こついて興練深い事実が講挙されて

いる。すなわち人魚の肉を食べると寿命が1…三千年

続くこと，また人魚の濾については，燈濾として

構いると講風によって消えないだけでなく震光や

蕎光と講じ明るさを保つこと，黙や鼻など大岡の

身体にある§つの號に塗ると大寒でも寒さを感じる

ことなく．海の申をもぐって陶こう翻へ響くこと

ができること，さらに月奏彗に塗ると鉄や角を切馨

裂くことができることである。

　まず人魚の肉と三千隼の寿命についてであるが，

人魚の肉を食べた髭玩屍の寿命は八百年であった。

三千隼の寿命は，嚢分の寿命が長いことに饑きて

溺窟に闘じこもった八百艶丘尼の寿命よ弩はるか

に長い。1融1煤の伝説癬には，人魚の肉を食べた

ために千奪生きたという「千年比丘尼」の話も
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残っているが，それでも匿爾総量見八夫伝垂の三三

千年の寿姦賊こは遠く及1まない。こび〉ゼ三三三千年」と

いう数字の鐵所は鱈なのか．一般には，ギ八欝盛観

様「三三季」も数が多いことを表すが，鯛えば江頁

誌代には吉原の遊女の数が多いことを舞えて「二一三

千」を驚いている。宗教罫，鯵えば仏教の量弊に

も，狂三千大千重罪」というわれわれ入聡の住む童

舞全体をさす喬葉があるが，キリスト教の壁弊に

は，キリストが平穏の重縫である「千庫主麟淫に

千年聞書臨するという鶴舞が存在する。申酸では

盛籍の詩人李“（7継年一鱒2年｝の軟浦歌に，「縫

髪三千丈」という表瑳がある。長い難蓄積された

心翫や悲しみによって白髪とな1ラ三三千丈も紳びたと

いうこの震葉は，誇張した表現とみなされている。

　それでは馬琴の「其壽三モ年盛の表現は侮に1重垂

来するのか。単なる誇張誘な表現と礫解していい

のか，あるいは馬琴が参考にした先鱗があるのか。

饑えば江戸蒔代に広く読まれた本に『水毒慧云董が

あるが，家光による鎖麟敬策実施後も中醗の書軸

は長麟を通して薩本に入って来て，馬琴など多く

び）文学者に影響を与えている。

　　ゼ水滋伝遜の影響を受けた江戸の文学作品は

　　きわめて多いが，代表的な偉品として，寛致

　　i董隼　韓7§§年〉，　霞東京｛云の　『忠臣水嶽：紫云圭，

　　そして叢亭馬琴ぎ欝総里発八犬伝垂（文化1墨年，

　　鰺越年一／などがある。錨

縫にもオランダ等ヨー冒ッパから｛云寒した博勤学

の影響も，鰐えば人魚の濾の場合など，考癒しな

ければならないと思われるが，詳綴については後

に幽ずることにする。

璽　随筆（纏う文〉の中の素魚像

（墨）菊議i法凛のぎ諸麟墾人妻鍔

　舞講を学び，東京禅鰺で表具麟を業としていた

菊岡法凛（絡7§年一至難7年〉は．段車のかたわら

欝本金酸を簾舞し，その鋳に発露した事緬を

「禅藪，毅教，奇石，妖異，出野，光火，水透，生

値，気形，器罵諜に類甥警邏し，ぎ諸塞き墨入談至

（五巻）を鐵賑した。新巻之一盛の「一挺織部涯に

夢人魚茎に係る記違がある。

　　人魚　若狭醗大飯簾舞浅嶽は魔辮にて，藤三八

　　分よ鞍上に登らず。御浅鱗被の徒者は人魚な

　　辱といひつたへた弩。宝永集中乙見替の漁麟，

　　漁に患けるに，霧4）うへに臥たる体にして

　　震るものを見れば，頭は人難にして襟に鶏冠

　　のごとくひらひらと旗きものまとひ，それよ

　　り下は焦な1り，織竃・なく持たる擢を獄打けれ

　　ぱ懸死せ鞍。海へ投入て帰解ナるに，それよ

　　吟大風起って海鳴事一七羅、Iしず。三十影1ばか

　　り過て大地震し，御浅嶽の麓よ弩海邊まで地

　　裂て，乙見材■…郷墜入た1ラ。燈明禅の崇とい

　　へ曇）。鑛

人魚の姿は，「襟に鶏冠のごとくひらひらと旗きも

のをまとひ」など聲原露鶴の人魚像に極めて類徴

している。また人魚を擢で打ち殺した一力鰐後天

変地異が生じたことについて，誌凛は瞬禅の豪物

と解職し人魚を擁肇祝している。本書が鐵藪され

た江芦時代中鱗（葺磐年二寛保3年）4〉頃において

も，癒鶴が活躍した覚禄の雛，すなわち住戸誌代

麓難と講様，ドメ、魚」は恐ろしい存廃でその畿現は．

菊濁法凍のような塞時の知識人の闘でも籔兆とみ

なされ恐れられていたと推灘される。

（2）鳥輦台麓茎の蓼詫麟奇談遜杖記曇

　金沢雛壇み名家に生まれた鳥翠台詫茎（生没奪

未詳）は，鮫郷の金沢を中心に詫陸数力瞬を簾付

し，その鋳艶饑した伝説等を書き記したのが『詫

講奇談遜杖記婆（五巻／（懲総隼離文化3奪／である。

「誉之五」の薪若狭國之書翰に「人魚盛に係る記述i

がある，き

　　紅下大瞬神　、ヒ影大覇糠と串奉るは，醗懲第

　　一の宮にして，匿に簸るところの霊鮭な辱。

そも既紳のいにしへを昇るに，竜宮簸よ垂｝夫

雛の神あらはれて，既羅に隼久敷たまひ，浅

からざ瞬ナる契鯵をむすび，数議を経たまひ

しかども，不老無病にして荘美蟻薦ましまし

ければ，人皆膜崇して，吾等の齢幾の砦さよ

といひしょ吟，この霞の名とな弩にきとぞ。

或説に，若狭醤よ鞍，人魚といへるも傷いづ
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　　る。真影花の有る時の顔ばせにして，海手も

　　又人のごとく，腰よ鯵魚鱗ことごとく生じ，

　　鰭尾備琴，あやしきものな琴。是を喰ふも畏

　　寿せると，古書にもしるしはべる。これらも

　　若狭の称にたよ辱あるにや。竜宮といへるこ

　　と仏説にして，樽代巻にも鐵た穆。こは琉琢

　　の磁を桂秀樹の窟，桂霧欝のことな鯵。書に

　　は顕はせ鞍。物

人魚の姿は，アンデルセンのぎ人魚簸曇等「ドイ

ツロマン諏」鉄鋒の作熱に搭かれたロマンチック

な郎象を与える人魚像に近い。顔は，「莞の有る時

の顔ばせゴとあることからみて醗らかに女盛1）の

おそらくは美形で，請手も入間と瞬じ影をしてい

るが，腰から下は鱗と尾鰭がついていて瞬かに魚

の彫をしている。姿に翻しては，礒は美女のごと

し」と記した露鶴にも遍いが，西鶴や難の作家と

異な鯵人熱の崇警など人魚の恐ろしさについては

運べていない。場所が若狭ということもあ弩，人

魚の爽を食べると長寿が得られるという，r古書」

とことわっているが，瞬かにド八喜比丘尼達伝説

の影響が認められる。

（3／松浦静出の練子夜講

　九州平茸藩主松浦静出（i76§隼一鰺戯年〉が，

欝欝（文政磐年から死の直蔚の捻駐（天保i2）

年までの2β隼闘，その時々に見擬したことを書き

留めたのが『畢子夜語垂である。本書は，歪篇百

巻，続篇百巻，三篇78巻，全篇で278巻からなる大

著で，舞えば本譲で取零上げる人魚の記述も各篇

に認められるが，野亜篇」と紅三篇嘘よ弩紹介する。

　　人魚のこと，大槻玄潔i方書rブ｛駿多新誌妻に詳な

　　弩。鑑購考の中，吾羅所見を載す。予が勝絶

　　は，延享の始め鎗父母二君平戸よ1穿江都に赴

　　給ひ，船玄海を渡るとき天気購朗なむければ，

　　従行の者ども麟櫓に、ヒ鯵て跳臨せしに，麟の

　　方圭余麗の海中に蛎鐵た辱。全く人体にして

　　腹下は見へざれども，女容にして色青白く，

　　髪は薄赤色にて長か軽しとぞ。人々軽みて，

　　かかる洋申に蟹の鐵没すること有べからず杯

　　云ふ中に，船を望み微笑して海に没す。尋で

2む§5年鴛欝

　　魚身理れ，又没して魚尾餓た辱。髭詩人始て

　　人魚ならんと云へ融。今織誌毒に載る形状

　　を難ずに能合ふ。漢蛮共に東海に有と云へば，

　　吾縁内にては東西二二二方も見ること有る歎。（巻

　　二十の二十六／捻

　　人魚のこと，跳に講編管巻に載たむ。其後又

　　鰻たれば記す。某語る。去る亥の春，平戸の

　　鉄砲足軽．森滝蔵と芸者患癒する懸字，讃鼓

　　の1環鶴と云あた鯵を渡移し新から，天挟1賭し

　　て風も瀬なれば，親を掛て走弩たるに，船よ

　　鯵六七岡も去弩て，海癒にぞ藪か黄色なる魚浮

　　み鐵づ。長さ一二尋許，其形は定かならざれど，

　　頭は全く婦人の無く，色白く戴髪を被辱た弩。

　　懸は風に髄て行き，彼は潮に逆で泳ぐ。滝藏

　　観て母子に露へば，蟻らずと云ふ。察するに，

　　漸体の者は，難中にては名を云ふことを鎌ふ

　　峰えな樽。されば姦しく人魚なむ。（ぎ三篇垂，

　　巻牽七の十六）鱒

幕末の量権綴麗を記録したこの大著で松濤静t嬢ま，

外様大名として常に幕府に薄して纈かい醍感を示

す■一方，諸麟に伝わる獄狸妖怪み怪異談，舞えば

ド人魚」については，話の性格によるのか，非常に

のびのびと搭写している。

　松浦薄霧のλ魚の記遠で涯§すべきことは，エヨ

ンス塾ンのぎ動勃灘譜垂（婚60隼〉等ヨーロッパの

薄霧学の影響が瞬白な大槻玄沢のζ六鞠新誌選を

松浦静出がすでに読んでいたことである。『大効新

誌遷の発駕が賀86隼であることを考えれば，九州

平声の大名で教養人であった静露が蓼六鞠萩詩嚢

を入手し読んでいたとしても不思議ではないので

ある。『六秘新誌遍との縫係については，ヨーロッ

パの博鞠学の影響も含めて後に分税することにす

るが，ここでは主に人魚の姿について薦鶴等の人

魚像と箆較する。

　静由も醤鶴も人魚を女性．つまり美女として掻

いている。鯵えば「女容にして色青白く，髪は薄

青色にて長か参し注，および「頭は全く媛入の嫁く，

色白く蔑髪を破篭た瞬等の静由が見絶した人魚

像は，西鶴の人魚像「かしら，くれなみの鶏冠あ

弩て，諏は美女のごとしまに酸徴している。また
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解｝畢が恐糠から人魚の名を1蒸にするのを嫌うこと

についても，人魚の繊環をみて船中の人が恐ろし

さで気を失った醤鶴の場合講繰入聡にとって人魚

は恐糠の対象である。聡かに異なるのは，人魚の

繊現場所で，静出が見難した人魚は九州の玄海に

患現し，一方露鶴の人魚は詑の海，つま弩北海道

σ）松麟に鐵現する。

ら三代将軍徳婿家光による鎖轡政策の実施麩鋒渡

来した外醤の文献．特にオランダを通して伝来し

たヨーロッパの博勤学縫係の文献が，江戸鋳代の

人魚像解墾に不可欠と甥藪されるので，次稿で詳

しく分叛することにする。

　　　　　　　　　　　　　（2§偽年欝搬銀受理／

甕

欝　おわりに

鈴懸本石講武辞典，第十巻墨／小学館，臨報婚年｝

　本業においては．江戸時代の「人魚ま像を解明

するため，能に小説類や随筆等文学作品に描かれ

た人魚を中・む・に分析してきた。まず人魚の姿につ

いてであるが，薩鶴や薄霞が詳織に携写してお諺，

それによれば，上半身が美女で下半身が魚の姿を

している。しかし美女の姿をしていても当時の

人々にとっては，彼らの理解を越えた恐糠の鰐象

であった。そしてこの人魚像は，鍵えば替い歎声

で舞人を誘惑し溺死させたという「ローレライ」

等蕗歓の人魚を懇起させ，興嚢泰深い。

　　一般に姿は腰から上が美しい乙女で魚の尾を

　　し乎に水かきがあ鯵，月夜に岩のとで鏡を手

　　に長い髪を硫む，甘い歌声で入を水の申に慧

　　き入れ溺れさせる。人魚は海から流れを還っ

　　て淡水の溝や湖に現われるが，人魚が姿を現

　　わすのは，嵐や災難の蕪ぶれである。大鷺の

　　漁夫と恋に臨るが，生まれる子僕は体中うろ

　　こで被われている。蕗｝

ここに擢iかれたアイルランドなど醤欧に伝わる

「人魚」像をみると，漁夫と人魚の襲に生まれた子

僕が，戯東京伝の措く講鶴太郎と魚のお鯉の縫に

生まれた人魚の姿に類織していることがわかるの

である。

　つぎに『南総里見八犬伝垂等多くの文献にみら

れたのが人魚の湾や漉に関する効能についての記

透で，饑えば肉を食べると長生きをし，濾を身体

に塗ると寒中でも寒さを感じな恥などである。磨

については八百雄丘尼転説の影響が有力であるが，

濾については伝説の難に西歓から伝わった博勤学

の影響も書非除できないと思われる。嫉上のことか

2）

3）

垂／

阿
3

β．講．

孚魏0齣撮E螂ls轟鼓動照y、V磁醗e鼠0蜘羅

（C雛ε撮。盤歌登難ss｝　至懲9、麩637．

井棺書江r娠旛の髪灘簸姦館，雛7年）窮27a

藤沢衛彦融本伝読欝究二薩（六分館，瞬秘暮年）

麻難一塁2、

　疹大辞典，第二十巻毒（平瓦縫，購秘鍵年｝群至難．

麟古鐘精一｛文芸読本鹸鶴薯（溝懲書誇新講，昭穣37

　　年〉雛、

7〉麻生磯次．富士畷雄『講談癒鶴全集七，践道伝来記美

　　（瞬絵書霧，購穣53隼／騨3．

8）

§／

瞬

瞬蕊揚露．騨77．

蒲難金壷蔀確武道伝来記盤の事実と麟権」曙文学善

嚢波書疲．1鰯年7恥群鰺．

騰書韓付会編置吾妻鏡下巻丞（大観堂，紹秘墨8年）

群359．

膨　麻隻磯次，富士膿雄『薄訳姦鶴全集鷺，好色五入女書

　　（瞬絵書鶴，昭秘5＆年1鼻翼7，

i2〉麻生磯次，富士罐誰『講談癒鶴全集十腿，藪鶴織留三

　　麟治書鞍，曙秘蓉9年／窮i5シ1蓉3．

類　雛蟹浩二二，小沢俊夫編鞍本管謡通観，第騒巻富

　　露・苔購・懸邦書（海霧舎，臆雛隼〉露玉88一至8§．

董嚇　水野稔暴『幽東窟伝全集，第二巻雲（ぺりかん被，

　　茎鱒3年〉膨鰯．

5
§

i
　
董

i7）

瞬蒲掲書。昼藝5一鰯、

鶴野直彬『全覆漢文大系，第33巻出海経・ダ麟麟云盤

（集英縫，臨秘5§隼）罫i郷．

源顯ぎ倭名類聚，巻第十九暑窮2』

i8〉　小難重藤五衰舞交譲　ぎ南総量見ノ乱犬｛云　（蒐繕　（岩波書珪i，

　　躍報48年／箆董2透、



騒　　五霞発達文牝字類鍮簗　第2讐 2む暮5年至2鰐

1癖　穰懸浩】一二，小澱俊夫譲難癖蒼謡通観，第欝巻講

　　経藁嘱竸會，鰺7§菊騨3蕪一3淫7．

2魯／大本豪「証芦と明の小説と縷鍛をめぐって」曙東洋
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2蓼鞍本縫筆大絞，第一二難2麺（姦講弘文館，紹穣5（｝年｝

　　蘇逢27．

ぞ塵○、
　　　　＿一一　　一

　　．、

@　～　

　　、

@噂．．．
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　　騨董盤、
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鰭

暴
蒲 　　

　～葵、　
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